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第２次米原市総合計画の検証について 

 

■第２次米原市総合計画の検証方法 

【３つの視点からの検証を実施】 

・第２次米原市総合計画について、施策の進捗状況や課題などを検証し、次期総合計画への反映

を行います。検証は、①施策実施の実績、②成果指標（数値目標）の達成状況、③市民目線の評

価（アンケート調査結果）の３つの視点から検証を行い、総合的に評価します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■３つの視点の評価方法 

①施策実施の実績 

・第２次米原市総合計画の計画期間中（平成２９年度～）に、米原市が実施してきた施策を６

つの基本目標（政策分野）別に整理し、計画期間中の取り組みの全体を把握。 

②成果指標（数値目標）の達成状況 

・第２次米原市総合計画に掲げた 139 項目の成果指標（目標指標）について、達成状況を６つ

の基本目標（政策分野）別に整理、検証。 

・目標よりも早く目標達成の場合は S 評価、概ね目標通りに達成は A 評価、計画策定時よりも

良くなっている場合は B評価、計画策定時よりも後退している場合は C評価の４段階評価。 

③市民目線の評価（アンケート調査結果） 

・６月前半に実施するアンケート調査（18 歳以上の市民 2,000 人対象）において施策別の市民

満足度などを調査。市民の満足度を統計的に処理し、計画の進捗状況を検証 

 

３つの視点から 

の検証による 

総合的な評価 

 

・①②の視点で計画通りに進んだ施

策、目標を達成した項目は、③市

民目線の評価とのズレが生じてい

ないか、を確認 

・②の数値指標を達成できないも

の、計画策定時よりも後退してい

るものは、原因や対策、目標設定

の妥当性を分析し、次期計画に反

映 

①施策実施の実績 

・第２次米原市総合計画の計画期間中に、

米原市がどのような施策を実施すること

ができたのか、振り返り 

②成果指標（数値目標） 

の達成状況 

・第２次米原市総合計画に掲げた成果指標

（数値目標）の達成状況を検証 

③市民目線の評価 

（アンケート調査結果） 

・施策別の市民の満足度など、市民アンケ

ート調査の結果から検証 

資料３ 
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 第２次米原市総合計画に掲げている 139 項目の成果指標（目標指標）について、
令和５年度現在の達成状況を６つの基本目標（政策分野）別に整理 

全体をみると、約３割（29.5％）が計画通り以上（ＳまたはＡ評価）でした。計画策定時
よりも向上したもの（Ｂ評価）も含めると、全体の 65.7％になります。計画策定時よりも後
退したもの（Ｃ評価）は 34.3％でした。目標達成したものについては、市民の満足度とのズ
レが生じていないか、計画策定時よりも後退しているものは、原因や対策、目標設定の妥当
性を分析し、次期計画に反映します。 

基本目標１：健やかで安心して暮らせる支え合いのまちづくり【福祉】 

・福祉分野に関する指標の 47.4％がＳまたはＡ評価です。一方で、冒険遊び場の設置数や予防接
種の接種率など、Ｃ評価が 28.9％ありました。 

基本目標２：ともに学びかがやき合う人と文化を育むまちづくり【教育・人権】 

・教育および人権分野に関する指標のＳまたはＡ評価は 13.7％にとどまっています。一方で、不
登校児童生徒数や地域スポーツクラブ会員数など、Ｃ評価が 48.3％ありました。 

基本目標３：清く緑あふれる自然と共生するまちづくり【環境・防災】 

・環境および防災分野に関する指標のＳまたはＡ評価は 24.1％にとどまっています。家庭から出
るゴミのリサイクル率や水道の有収率など、Ｃ評価が 37.9％ありました。 

基本目標４：地域の魅力と地の利を生かした活力創生のまちづくり【産業経済】 

・産業経済分野に関する指標は、45％がＳまたはＡ評価でした。一方で、伊吹山への観光客数、
女性管理職の割合など、Ｃ評価が 25％ありました。 

基本目標５：心地よく暮らせるにぎわいと交流を支えるまちづくり【都市基盤】 

・都市基盤分野に関する指標は、44.4％がＳまたはＡ評価でした。一方で、米原駅東口周辺の土
地利用率および駅周辺の交流機能への満足度の２つ（22.2％）がＣ評価でした。 

基本目標６：まちづくりを進めるための基盤【都市経営】 

・都市経営に関する指標のＳまたはＡ評価は 26.7％にとどまっています。公式ウェブサイトから
市政情報を得る市民の割合など、Ｃ評価が 26.7％ありました。 

 

 

【検証①】施策実施の実績（計画期間中に取り組んだ成果） 【検証②】成果指標（数値目標）の達成状況 【検証③】 
市民目線 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月前半に 18

歳以上の市民

2,000 人を対象

にアンケート

調査を実施 

施策別の満足

度などを調査

し市民目線で

の評価として

計画の進捗状

況を検証 

 

 

第２次米原市総合計画の評価検証の状況 

平成２９年度～令和５年度の実績 

基本目標１：健やかで安心して暮らせる支え合いのまちづくり【福祉】 

・子育て関係では、認定こども園や児童クラ

ブの整備など保育施設の充実、保育業務

支援システムの導入など保育に注力でき

る環境づくり、保育に携わる人の処遇改

善や保育人材の確保、地域ぐるみで子育

てする体制の充実。 

・高齢者福祉関係では、デイサービス施設の

長寿命化や財政的支援、地域の見守り体

制づくり、家族を看護・介護する人の負担

軽減、福祉人材の確保、経済的支援。 

・障がい福祉関係では、生活の経済的支援、

事業者への財政的支援。 

・保健関係では、市民の健康づくり促進、新

型コロナウイルスなど感染症拡大対策、

市内医療機関の機能維持・確保に向けた

補助制度創設。 

・結婚・出産関係では、不妊治療への支援や

結婚を希望する人への費用の補助。 

基本目標２：ともに学びかがやき合う人と文化を育むまちづくり【教育・人権】 

・学校教育では、英語教育及びＩＣＴ教育に

注力するとともに、問題解決型学習の充

実。トイレの改修やエレベーター設置な

どの校舎の充実、長寿命化、校務支援シス

テムの導入などＤＸ化、不登校児童・生徒

対策。 

・文化振興、生涯学習・スポーツ関係では、

各種の学び・スポーツ施設の改修、充実、

図書館や学びあいステーション（旧公民

館）の運営の見直し、拡充。 

・国際交流・人権・平和維持関係では、オリ

ンピック・パラリンピックのホストタウ

ンとしてニュージーランドの事前合宿の

受け入れ、交流事業の実施や男女共同参

画の推進、多様性を認め合う社会実現に

向けた取組、平和の礎の整備。 

基本目標３：清く緑あふれる自然と共生するまちづくり【環境・防災】 

・伊吹山山頂の植生を獣害から守る取組、多

くの市民意見を反映させながら磯公園の

整備構想を策定、整備に着手。 

・生活環境関係では、重要な生活インフラで

ある水道の水源・水質の改良、老朽配水管

の更新、下水道施設の長寿命化及び運営

方式の改善。新斎場の整備、新たな一般廃

棄物処理施設の整備着手。 

・防災関係では、防災拠点である消防庁舎の

整備や防災インフラである通信指令シス

テムの改良、新たな防災情報伝達システ

ムの導入、防災ドローンなどのデジタル

化、水道・下水道の耐震化。 

 

・地域防災関係では、消防団の装備の更新、

新規配備、防災士の育成促進、地域ぐるみ

の避難支援体制づくり、避難所等の機能

強化。 

・災害対策関係では、平成 30 年６月の竜巻

災害への対応、令和６年１月の能登半島

地震の広域対応。 

基本目標４：地域の魅力と地の利を生かした活力創生のまちづくり【産業経済】 

・観光関係では、観音寺などの歴史資源を活

かした企画展示や自然環境を活かしたサ

イクリングツアー、体験プログラムなど

魅力を磨く取組、冬季の宿泊観光を促進

する取組、観光交流施設のリニューアル。 

・農林業関係では、新規就農林業者への支

援、伊吹そばブランド化、獣害対策、販売

ノウハウまでを学ぶ講座の実施。 

・伝統産業関係では、伝統工芸の担い手の起

業、定住を支援し、技術の伝承促進。 

・中小企業・新型コロナウイルス感染症拡大

対策関係では、支援金交付や業態転換の

支援、クーポン事業やキャッシュレス決

済導入支援などのコロナ禍対策、人材育

成に取り組む企業支援。 

基本目標５：心地よく暮らせるにぎわいと交流を支えるまちづくり【都市基盤】 

・鉄道駅及び周辺整備関係では、米原駅の

バリアフリー化や市役所間のアクセスの

改善、米原駅東口まちづくりの事業者の

公募、醒ヶ井駅、近江長岡駅、柏原駅、坂

田駅の駅前広場などの整備を行い、鉄道

の利便性向上。 

・公共交通（二次交通）関係では、乗合タク

シーまいちゃん号の充実、新規路線米原

多和田線の運行開始。 

 

・移住定住・Ｕターン、空家対策関係では、

移住定住促進と空家活用の連携した取組

や給付型奨学金制度と連携した取組。 

・道路・橋梁、河川関係では、市道の改良、

橋梁の長寿命化工事の重点実施、被災施

設の復旧など既存インフラの充実。 

基本目標６：まちづくりを進めるための基盤【都市経営】 

・新庁舎関係では、新たな市庁舎の完成、旧

山東庁舎の山東支所への改修。 

・シティプロモーション・ふるさと納税関

係では、大都市圏でのプロモーション活

動やウェブサイトの開設、充実など積極

的な周知活動、市内での魅力体験ツアー。 

・行財政改革、ＤＸ関係では、常設型の住民

投票条例の制定、第４次行財政改革大綱

の策定、公共施設の再編促進、市公式ウェ

ブサイトのクラウド化。 

 

令和６年度の実績がまとまった段階で【検証①】【検証②】を更新 

Ｓ評価：Ｒ５年実績値がすでにＲ８年目標値を達成 

Ａ評価：Ｒ５年実績値がＲ６年目標値を達成 

Ｂ評価：Ｒ５年実績値が基準値（Ｒ２年またはＲ３年）を上回る   

Ｃ評価：Ｒ５年実績値が基準値基準値（Ｒ２年またはＲ３年）よりも後退 

凡

例 


